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研究成果の概要（和文）：紛争の「記憶」の安全保障化において、「記憶」は恣意的に利用され得る。同一の政
権ですら同じ紛争の「記憶」における強調点を変え、新旧の紛争の「記憶」を混合して利用する事例がある。政
権が脆弱である場合には、「安全保障化」に非国家主体の越境的活動やネットワークが大きく影響する可能性が
ある。東地中海地域の安全保障に関する認識はEUとEU外のアクター間のみならず、EU諸国間でも齟齬が見られ
る。更に2022年2月24日のロシアによるウクライナ侵攻は、東地中海地域のみならずユーラシアのパワーバラン
スや、大国の対外政策に大きな変更を迫っている。この「事件」はやがて「安全保障化」される「記憶」となる
であろう。

研究成果の概要（英文）：It is pointed out that memory of conflicts can be utilized without 
consistency. In some cases, the government often emphasizes different parts in the same conflict, 
and in the others, it mixes up memories of different conflicts for the aim of securitization. If the
 government is weak, securitization can be strongly influenced upon by the cross-border activity and
 network of non-state actors. There is the inconsistency in realization on security in the East 
Mediterranean region, between the states within EU and the actors outside of EU, and even among the 
states within EU each other. Besides, the battle between Russia and Ukraine following the invasion 
on 24th February 2022, can lead to changing balance of power not only in the East Mediterranean 
region, but also the Eurasia as a whole, and the foreign policy in the big power can be also 
shifted. Surely, this “Event” can be a securitized memory.

研究分野： 国際政治史

キーワード： 東地中海地域　紛争　記憶　安全保障化

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
紛争多発地域である東地中海地域における「記憶」の「安全保障化」に関する研究は、同様に紛争が頻発する世
界各地における事例についても、その分析に際して、有意な手がかりを与えてくれることになる。さらに、2022
年2月24日のロシアによるウクライナ侵攻に続く戦闘はまさに「東地中海地域」において発生したのであり、本
研究における知見は、ウクライナ侵攻が終了した後に、その「記憶」が「安全保障化」するプロセスや、将来に
おける発現形態の考察にも重要なヒントを提示することになる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）本研究においては、バルカン地域、旧ソ連黒海周辺地域、北アフリカを含む中東地域を一
括して「東地中海地域」として扱っている。「東地中海地域」では歴史的に多くの紛争が発生し
ており、それをひとつの原因として、この地域における国家の多くの政治的安定性は決して高く
ない。 
（２）「東地中海地域」は、外部の大国に支配されたり、その強い影響力下に置かれてきた。外
部の介入は、「東地中海地域」が政治的に不安定である原因である一方、政治的に不安定となっ
ている結果でもある。 
（３）「東地中海地域」諸国において、紛争の「記憶」は、安全保障上のイシューを論ずる際に
政治的に頻繁に利用されてきた。外部アクターたる大国が「東地中海地域」に介入する場合にも、
「記憶」の「安全保障化」はしばしば深く関連してきた。 
 
 
 
２．研究の目的 
研究背景を踏まえ、「記憶」がどのように「安全保障化」していったかについて、実態を明ら

かにすることが、本研究の目的である。「東地中海地域」の実態を考察することで、多発する紛
争の「記憶」が安全保障上のイシューとして理解されている他の紛争多発地域の政治的考察に資
することになろう。 
 
 
 
３．研究の方法 
（１）本研究の研究体制においては、「東地中海地域」を構成するバルカン地域、旧ソ連黒海周
辺地域、北アフリカを含む中東地域に関して、それぞれの地域を専門として地域研究者を配し、
他方で介入する外部アクターを研究対象としてきた研究者も含めた。 
（２）具体的な研究方法としては、少なくとも各年度 1 回の意見交換・打ち合わせの機会を設
け、また研究代表者が主宰する地域紛争研究会の例会と合同することで、外部研究者との意見交
換も積極的に図ってきた。 
（３）本研究目的の性格上、現地調査が中心的な研究活動のひとつであった。しかしながら、
COVID-19 のパンデミックにより、2020 年、2021 年には現地調査が殆どできず、2021 年度の予
算の一部を繰り越すことで対応した。 
 
 
 
４．研究成果 
（１）提出された内容をもとに研究分担者別に研究成果を記載する。尚、本研究開始当初に予想
されなかった事態として、2022 年 2 月 24 日のロシアによるウクライナ侵攻から始まる戦闘が
ある。まさに「東地中海地域」において発生した紛争であり、これにより安全保障をめぐる議論
が一変する一方で、周知のように、かつての「記憶」が頻繁に持ち出されている。研究成果にも、
こうした事態が影響していることは言うまでもない。 
（２）バルカン地域、特に旧ユーゴ諸国間においては、以下の 2 点が明らかになった。第一に、
独立をめぐる内戦からまだ時間が余り経過していないために、有力政治家が意図的に行った言
動だけでなく、かつての紛争において敵側を代表する人物が相手国を訪問するだけでも、訪問さ
れた側における紛争の「記憶」が蘇り、特に訪問された側に民衆的な被害者意識が強い場合には、
その傾向が強いことである。前者の例としては、クロアチアの歴代大統領などがボスニアにおい
て行った発言や、アルバニア大統領によってセルビアに対してコソヴォに関してなされた主張
などがある。後者を代表する好例は、セルビアのヴチッチがスレブレニツァを訪問した際に生じ
た混乱である。第二に、紛争の「記憶」が安全保障上のイシューとして利用される場合には、紛
争が繰り返されたケースでは、新旧の「記憶」が錯綜して引用される点である。（月村太郎） 
（３）まず東地中海問題の外部アクターとしての欧州に関して、欧州内部の相互作用および欧州
が東地中海問題に与える影響について考察した。とりわけ東地中海問題をめぐる EU 内（欧州委
員会や欧州議会の主導的人物や、英、仏、ポーランド、ハンガリー）および EU 外（主にトルコ、
ウクライナ、ジョージア）の認識の齟齬と収斂について集中的に分析を行った。その後に、ロシ
アによるウクライナ侵攻に焦点を当て直し、この侵攻をめぐる欧州の対応はどのようなものだ
ったのか、またこの侵攻が東地中海問題にどのような影響を及ぼしているのかについて分析を
行った。（東野篤子） 
（４）当初は、コロナ禍により海外調査ができなかったものの（2019 年度には、年度末に海外
出張を予定していたが、中止せざるを得なかった）、オンラインでのインタビューや会合が世界



的に普通に行われるようになったため、そのようなオンラインツールを駆使しての研究となっ
た。2019 年前半は本研究を遂行するための下地づくりを行っていたが、2020 年に入るとコロナ
禍が深刻となり、コロナが及ぼす国際関係の変化を中心に研究を行なった。特に、ロシアが展開
したマスク外交、ワクチン外交の成果に注目した。しかし 2020 年９月にはアゼルバイジャンと
アルメニアの間でナゴルノ・カラバフ戦争が再燃し、それによってアゼルバイジャンとトルコの
地域での影響力が顕著に高まる一方、ロシアの影響力についてはプラスマイナスが出るという
状況となった。さらに 2021 年８月には米軍がアフガニスタンから撤退し、力の真空が生まれ、
相対的に中国の影響力が強まる一方、グローバルサウスの影響力も高まるなど、ナゴルノ・カラ
バフ戦争に次いで、ユーラシアのパワーバランスに大きな変化が生まれた。その後、ウクライナ
戦争がもたらす国際関係への影響に注目した。ここでロシアの地域的な影響力は完全に衰え、ロ
シアが影響力を持ち続けられたのは、影響圏ではベラルーシのみ、世界ではアフリカ、中東、南
米などの反欧米・親露国に限られるようになってしまった。他方、トルコが存在感を示すなど、
ユーラシアのパワーバランスの変化が起き続けていった。（廣瀬陽子） 
（５）ドイツ外交における記憶をめぐる問題に関連して、ドイツと歴史的に因縁の深いポーラン
ドとの関係に関して歴史的な観点から考察した論文や、戦後ドイツとヨーロッパに関する研究
を基にした共著書をまず発表した。またドイツの紛争への対外関与について検討する上で重要
な影響を与えるアメリカとの関係に関連して、独米関係に関する単著を刊行した。加えて、ドイ
ツを含む西側諸国のロシアに対する政策に関する報告へのコメンテーターを務め、さらに 2022
年 2 月のロシアのウクライナ侵攻を受けて、戦後ドイツの対ロシア政策に関して冷戦期の時代
背景を踏まえた報告を行った。このロシアのウクライナ侵攻をめぐるドイツ外交に関連して、人
権問題をめぐる政府の姿勢に関する論文や、ドイツ政府の対応を分析する上で重要な東方政策
に関して歴史的に考察する論考を発表した。（妹尾哲志） 
（６）トルコのエルドアン政権が未承認国家「北キプロス・トルコ共和国」へのアプローチを、
キプロス再統合支持から不支持へと変化させた過程において、キプロス分断の原因となったキ
プロス紛争の記憶がどのように利用されてきたのかを、トルコと北キプロスの報道や議会資料
をもとに分析した。その結果、同一政権においてもアプローチによって利用する記憶や強調され
る部分が変化することが明らかとなった。また、エルドアン政権の北キプロスへのアプローチが
トルコ・ナショナリズム的傾向を強めるなかで、キプロス紛争だけでなく、共和国建国期のトル
コ・ギリシャ間の住民交換の記憶も利用されていることが明らかとなった。住民交換は宗教に基
づいて実施されており、これは同政権のナショナリズムにおいても強調される点である。また、
第一次世界大戦期のナショナリズムの在り方を同政権が描く際も、宗教的側面がしばしば強調
されることが明らかとなった。（岩坂将充） 
（７）中東において最も不安定なサブリージョンである「歴史的シリア」における安全保障は、
国家よりも非国家主体の越境的活動やネットワークによって大きく左右されていることがあら
ためて明らかになり、また、それを性格に捉えていく上で批判的地政学の諸概念が一定の有効性
を持つことが確認された。こうしたことを踏まえ、「歴史的シリア」の安全保障の特性について、
国家や非国家主体による政策や戦略を解明すると同時に、それらを非エリートの市民たちがど
のように捉えていうるのか、その実態について世論調査データを用いることで析出を試みた。そ
こで浮き彫りにされたのは、市民たちが民族や宗教といった人間属性を先行研究で指摘されて
きたほどは重視しておらず、国際情勢の変化を合理的かつ冷静に見極めようとする姿勢であっ
た。このことは、オリエンタリズム批判以来問題視されてきた文化本質主義的説明をあらためて
批判するための契機となった。（末近浩太） 
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